
今日も無事故で、ただいま――今日も無事故で、ただいま――

ハンドル握るその手に、ハンドル握るその手に、責任責任とと思いやり思いやりをを
高齢化が進む日本。運転免許を持つ高齢者の数も年々増加している。事故の高齢化が進む日本。運転免許を持つ高齢者の数も年々増加している。事故の
ニュースが注目される一方で、ときがわ町のような山間地域では日常の移動ニュースが注目される一方で、ときがわ町のような山間地域では日常の移動
に車が欠かせない。年を取ったら運転をやめるべきなのだろうか――。に車が欠かせない。年を取ったら運転をやめるべきなのだろうか――。
今回、高齢ドライバーの教習やサポートに携わっている、越生自動車学校の今回、高齢ドライバーの教習やサポートに携わっている、越生自動車学校の
神田さんに話を伺った。高齢ドライバーを取り巻く現状と、これからの “ 安神田さんに話を伺った。高齢ドライバーを取り巻く現状と、これからの “ 安
全な運転との向き合い方 ” について考えていく。全な運転との向き合い方 ” について考えていく。
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PROFILEPROFILE

越生自動車学校越生自動車学校
副管理者　神田　哲生副管理者　神田　哲生さんさん

1,000,000

1,020,000

1,040,000

1,060,000

1,080,000

Ｒ2
（人）

Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

埼玉県内高齢者（��歳以上）免許人口

令和 4 年 5 月 13 日に改正道路交通法が施行され、運転令和 4 年 5 月 13 日に改正道路交通法が施行され、運転
技能検査が導入されることになった。対象は 75 歳以上技能検査が導入されることになった。対象は 75 歳以上
の高齢者で、誕生日 160 日前を起点として、過去 3 年の高齢者で、誕生日 160 日前を起点として、過去 3 年
間に一定の違反をした者。認知症機能検査に加え、この間に一定の違反をした者。認知症機能検査に加え、この
運転技能検査に合格しなければ免許の更新が出来ない。運転技能検査に合格しなければ免許の更新が出来ない。

実技試験が必須に――　実技試験が必須に――　

高齢者高齢者 免許更新制度免許更新制度

免許更新について免許更新について
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